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（１）第１２５号 

 令和３年８月３０日（月）から９月３日（金）までの間に行われた「令和３年度旅
団射撃競技会」において第１０即応機動連隊が優勝し、３連覇を達成した。この競技
会は、至近距離射撃及び激動を伴う応用射撃の２課目に分かれており、各課目ともに
各人の点数を累計して順位を争う。 
 有終の美を飾った後、連隊表彰式で連隊長は、「第１０即応機動連隊の強さをよく
見せてくれた」と隊員に激励をし、全隊員が喜びに沸き、連隊長の胴上げで射撃競技
会の幕が下りた。 



（２） 

 第１連隊演習及び第２連隊演習を実
施し、即応機動連隊としての重要防護
施設等の警戒・防護及び遭遇戦に関し
練度向上を図り作戦運用の実効性向上
を図った。 
その中で、第２普通科中隊・狙撃小隊
・偵察小隊が訓練検閲を受閲した。 
 
写真①～③参照 

組織力の発揮 
あらゆる任務を 

連隊演習 

期待と自信を胸に 
新たな道へ 

自衛官候補生 
前期教育修了式 

 約３ヶ月の前期教育を終え、晴れ
て教育修了式を迎えた。コロナによ
る教育への影響もある中で、候補生
達は同期と助け合いあらゆる困難を
乗り越えてきた姿は、逞しく自信に
満ち溢れていた。 
 
写真④～⑦参照 

①偵察結果を報告する偵察隊員 
②遭遇戦で敵を狙撃する狙撃手 
③攻撃前進する小隊 

 ④連隊長式辞 ⑤区隊旗を返納する新隊員 ⑥自信に溢れた立ち姿 ⑦連隊長への最後の敬礼 



（３） 
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こ
の
度
、
第
三
代
機
動
戦
闘
車
中
隊
長

と
し
て
着
任
し
た
安
田
三
佐
で
あ
る
。
中

隊
長
着
任
に
あ
た
り
私
の
統
率
方
針
と
要

望
事
項
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

 

私
の
統
率
方
針
は
「
和
」
で
あ
る
。 

周
知
の
と
お
り
即
応
機
動
連
隊
は
、
諸
職

種
連
合
部
隊
で
あ
る
。
職
種
の
異
な
る
部

隊
が
一
丸
と
な
り
、
持
て
る
力
を
最
大
限

発
揮
し
、
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
を
遂

行
す
る
た
め
に
は
、
日
本
古
来
か
ら
尊
し

と
さ
れ
た
「
和
」
の
精
神
が
、
最
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
為

に
、
二
点
を
要
望
す
る
。 

 

一
つ
目
は
「
主
体
で
あ
れ
」
こ
れ
は
、

目
的
を
理
解
し
、
自
分
の
も
の
と
し
て
考

え
行
動
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

二
つ
目
は
「
一
家
で
あ
れ
」
中
隊
は
家

族
で
あ
る
。
そ
の
時
、
後
顧
の
憂
い
な
く

行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
家

族
や
仲
間
、
そ
の
仲
間
の
家
族
を
含
め
、

中
隊
一
家
で
あ
り
た
い
。
私
は
常
に
、
諸

君
の
先
頭
に
立
ち
、
全
身
全
霊
で
職
務
を

全
う
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
、
着
任
の

辞
と
す
る
。 

機
動
戦
闘
車
中
隊
長 

 
 
 
 

安
田
三
佐
着
任 

  

こ
こ
滝
川
駐
屯
地
で
第
三
四
五
会
計
隊
長
と
し

て
勤
務
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
思
う
と
と
も
に
、

伝
統
あ
る
会
計
隊
の
継
承
者
と
し
て
、
そ
の
職
責

の
重
さ
を
痛
感
し
、
諸
官
と
共
に
任
務
達
成
と
伝

統
の
継
承
に
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
あ
る
。 

着
任
す
る
に
あ
た
り
諸
官
に
二
点
を
要
望
す
る
。 

 

一
点
目
は
、
『
一
歩
前
進
』
で
あ
る
。 

会
計
職
種
と
し
て
は
、
根
拠
等
を
理
解
し
て
い
な

け
れ
ば
前
に
は
進
め
な
い
。
一
歩
を
踏
み
出
す
に

あ
た
っ
て
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
を
理
解
し
、
何

事
に
も
怖
が
ら
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
必

要
な
こ
と
で
あ
る
。 
 

二
点
目
は
『
仲
間
と
共
に
』
で
あ
る
。 

自
衛
隊
は
組
織
力
を
発
揮
し
て
任
務
達
成
す
る
も

の
で
あ
り
一
人
の
力
だ
け
で
は
何
も
で
き
な
い
。

諸
官
ひ
と
り
一
人
の
力
が
一
つ
に
な
っ
て
こ
そ
、

部
隊
の
本
当
の
強
さ
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

小
職
を
含
め
て
、
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
滝

川
・
岩
見
沢
・
美
唄
が
一
体
と
な
り
、
み
ん
な
で

笑
い
合
え
る
よ
う
な
会
計
隊
を
創
り
あ
げ
る
と
と

も
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
つ
こ
と
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
諸
官
と
素
晴

ら
し
い
勤
務
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
着
任
の

辞
と
す
る
。 

  
 

第
三
四
五
会
計
隊
長 

 
 
 
 
 
 
 

安
田
一
尉
着
任 

こ
の
度
、
第
三
代
中
隊
長
と
し
て
着
任
し
た
前
原
一
尉
で

あ
る
。
着
任
に
当
た
り
、
中
隊
長
と
し
て
の
所
信
の
一
端
を
述

べ
る
。 

私
の
統
率
方
針
は
「
力
の
結
集
」
で
あ
る
。
我
が
国
を
取

り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、
か
つ
て
な
い
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
人
為
又
は
自
然
の
驚
異
に
立
ち
向
か
い
勝
利
す

る
た
め
に
は
、
我
々
の
力
を
結
集
さ
せ
、
事
に
当
た
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
。 

次
に
要
望
事
項
で
あ
る
。 

一
つ
、
「
事
を
成
し
遂
げ
る
実
力
の
修
養
」
で
あ
る
。 

 

言
わ
れ
た
か
ら
や
っ
て
い
る
で
は
な
く
、
常
に
疑
問
を
持
ち

自
ら
の
立
場
に
お
い
て
、
己
は
い
か
な
る
実
力
を
身
に
つ
け
る

必
要
が
あ
る
か
考
え
行
動
し
、
真
の
実
力
を
修
養
す
る
こ
と
を

要
望
す
る
。 

一
つ
、
「
勇
気
と
覚
悟
」
で
あ
る
。 

普
通
科
の
隊
員
と
し
て
何
事
に
も
臆
せ
ず
行
動
す
る
勇
気

と
こ
れ
を
持
続
さ
せ
る
気
概
を
も
っ
て
日
々
鍛
錬
す
る
こ
と
を

要
望
す
る
。 

一
つ
、
「
平
時
、
家
族
優
先
」
で
あ
る
。 

平
時
に
お
い
て
諸
官
に
は
、
ご
家
族
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
要
望
す
る
。 

以
上
、
諸
官
に
私
の
統
率
方
針
及
び
要
望
事
項
に
つ
い
て

述
べ
た
が
、
こ
れ
は
私
自
身
へ
の
自
戒
の
念
で
も
あ
る
。
私
は

常
に
中
隊
の
先
頭
に
立
ち
、
今
述
べ
た
事
を
実
行
す
る
。
と
も

に
汗
を
流
し
、
と
も
に
笑
い
、
互
い
に
識
能
を
高
め
、
脅
威
に

対
す
る
抑
止
・
対
処
の
要
と
し
て
、
国
家
・
国
民
の
大
御
宝
と

な
ろ
う
。 

第
二
普
通
科
中
隊
長 

 
 
 
 

前
原
一
尉
着
任 

第
三
一
四
基
地
通
信
中
隊 

 
 

滝
川
派
遣
隊
長 

 

中
村
三
尉
着
任 

 

こ
の
度
、
滝
川
派
遣
隊
長
を
拝
命
し
た
中
村
３
尉
で
あ
る
。 

伝
統
あ
る
当
派
遣
隊
で
勤
務
で
き
る
こ
と
に
こ
の
上
な
い
喜
び
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。
着

任
に
当
た
り
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
る
。 

 

さ
て
、
我
々
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
部
隊
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
業

務
の
効
率
化
を
含
め
て
大
き
な
変
換
点
を
迎
え
て
い
る
。
現
業
務
を

確
実
に
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
来
た
る
体
制
移
行
に
も
意
識
を
持
っ

て
日
々
の
通
信
所
勤
務
に
邁
進
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
宇
宙
・
サ

イ
バ
ー
・
電
磁
波
の
い
わ
ゆ
る
領
域
横
断
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
知

識
や
技
能
向
上
に
努
め
て
い
こ
う
。 

 

こ
こ
で
着
任
に
当
た
り
「
一
致
協
力
」
を
要
望
す
る
。
こ
の
大
き

な
改
革
を
派
遣
隊
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
全
員
が
心
を
一

つ
に
し
、
力
を
合
わ
せ
て
任
務
達
成
に
邁
進
す
る
と
と
も
に
風
通
し

の
よ
い
、
明
る
く
、
溌
溂
と
し
た
滝
川
派
遣
隊
作
り
に
一
致
協
力
し

て
励
ん
で
い
こ
う
。 

 

https://lifeassist.ltd/


    （４） 令和３年９月２９日 
 
 

◎
第
二
普
通
科
中
隊
へ 

 

・
一
尉 

前
原 

勝
志 

 
 
 
 

（
西
部
方
面
総
監
部
・
健
軍
） 

◎
機
動
戦
闘
車
中
隊
へ 

 

・
三
佐 

安
田 

寛
仁 

 
 
 
 

（
冬
季
戦
技
教
育
隊
・
真
駒
内
） 

◎
即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊 

 

・
三
尉 

川
股 

隼
人 

 
 
 
 

（
北
部
方
面
通
信
群
・
札
幌
） 

◎
第
三
四
五
会
計
隊
へ 

 

・
一
尉 

安
田 

和
樹 

 
 
 
 

（
第
三
三
二
会
計
隊
・
函
館
） 

◎
第
三
一
四
基
地
通
信
中
隊
滝
川
派
遣
隊 

 

・
三
尉 

中
村 

彰
成 

 
 
 
 

（
第
二
通
信
大
隊
・
旭
川
） 

   

転
出
者
の
紹
介 

〔
幹
部
〕 

◎
滝
川
駐
屯
地
業
務
隊 

 

・
二
佐 

明
石 

喜
雄 

 
 
 
 

（
徳
島
地
方
協
力
本
部
・
徳
島
） 

 

・
一
尉 
千
種 

達
也 

 
 
 
 

（
美
幌
駐
屯
地
業
務
隊
・
美
幌
） 

◎
連
隊
本
部 

 

・
三
佐 

石
黒 
知
法 

 
 
 
  
  

(

訓
練
評
価
支
援
隊
・
北
千
歳
） 

◎
本
部
管
理
中
隊 

 

・
二
尉 

若
林 

直
哉 

 
 
 
 
 
(

第
十
一
施
設
隊
・
真
駒
内
） 

◎
第
一
普
通
科
中
隊 

 

・
三
尉 

矢
澤 

範
久 

 
 
 
 
 
 
(

第
一
一
七
教
育
大
隊
・
武
山
） 

◎
第
二
普
通
科
中
隊 

 

・
一
尉 

内
山 

循
田 

 
 
 
 
 
(

第
一
二
〇
教
育
大
隊
・
真
駒
内
） 

◎
第
三
普
通
科
中
隊 

 

・
一
尉 

神
前 

成
紀 

 
 
 
 

（
小
平
学
校
・
小
平
） 

◎
機
動
戦
闘
車
中
隊 

 

・
三
佐 

見
尾 

勇
雄 

 
 
 
 

（
第
十
一
旅
団
司
令
部
・
真
駒
内
） 

◎
即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊 

 

・
二
尉 

神
村 

健 
 
 
 
 

（
通
信
学
校
・
久
里
浜
） 

◎
第
三
四
五
会
計
隊 

 

・
一
尉 

西
村 

友
彰 

 
 
 
 

（
北
部
方
面
会
計
隊
本
部
・
札
幌
） 

 

・
二
尉 

立
川 

順
文 

 
 
 
 

（
第
三
七
五
会
計
隊
・
美
幌
） 

◎
第
三
一
四
基
地
通
信
中
隊
滝
川
派
遣
隊 

 

・
二
尉 

伊
藤 

大
介 

 
 
 
 
 

（
第
一
〇
一
基
地
シ
ス
テ
ム 

 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

通
信
大
隊
・
札
幌
） 

転
入
者
の
紹
介 

〔
幹
部
〕 

◎
駐
屯
地
業
務
隊 

 

・
二
佐 

小
笠
原
桂
一 

 
 
 
 

（
第
二
十
四
普
通
科
連
隊
・
え
び
の
） 

◎
連
隊
本
部
へ 

 

・
三
佐 

宮
武 

利
昌 

 
 
 
 

（
訓
練
評
価
支
援
隊
・
北
千
歳
） 

◎
本
部
管
理
中
隊
へ 

 

・
二
尉 

中
塚 

理
久 

 
 
 
 

（
第
十
一
施
設
隊
・
真
駒
内
） 

   

昇 

任 

者 

の 

紹 

介 
 

長
き
功
労
を
称
え
て 

 

◎ 
 

一
等
陸
尉 

藤
澤 

義
之 

 
 
 
 
 

再
就
職
先 

（
株
）
空
知
自
動
車
学
園 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
令
和
３
年
８
月
８
日
付
） 

◎ 

一
等
陸
尉 

井
川 

伸
二 

 
 
 
 
 

再
就
職
先 

再
任
用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
令
和
３
年
８
月
26
日
付
） 

幹 

部 

人 

事 

往 

来 
 

(

令
和
三
年
七
月
一
日
付
昇
任)

 

△ 

三
等
陸
佐
へ 

 
 
 
 

吉
田 

祐
輔 

（
連 

本
） 

△ 

一
等
陸
尉
へ 

 
 
 
 

杉
山 

嘉
英 

（
機
戦
中
） 

 
 
 
 

寺
尾 

大
史 

（
連 

本
） 

△ 

二
等
陸
尉
へ 

 
 
 
 

小
笠
原
秀
則 

（
連 

本
） 

 
 
 
 

多
田 

好
輝 

（
三
普
中
） 

 
 
 
 

三
浦 

利
晶 

（
本
管
中
） 

 
 
 
 

渡
辺 

義
郎 

（
火
支
中
） 

 
 
 
 

谷
口 

祐
介 

（
本
管
中
） 

 
 
 
 

植
木 

洸 
 

（
二
普
中
） 

△ 

三
等
陸
尉
へ 

 
 
 
 

古
畑 

忍 
 

（
一
普
中
） 

 
 
 
 

大
木 

俊
輔 

（
二
普
中
） 

△ 

陸 

曹 

長
へ 

 
 
 
 

小
谷 

俊
一 

（
一
普
中
） 

 
 
 
 

渡
辺 

暁
如 

（
一
普
中
） 

 
 
 
 

佐
藤 

直
哉 

（
本
管
中
） 

 
 
 
 

旗
手 

健
太 

（
本
管
中
） 

 
 
 
 

酒
井 

一
樹 

（
業
務
隊
） 

△ 

一
等
陸
曹
へ 

 
 
 
 

前
田 
慎
二 

（
機
戦
中
） 

 
 
 
 

吉
田 
智
裕 

（
機
戦
中
） 

 
 
 
 

筒
井 

強
太 
（
本
管
中
） 

 
 
 
 

石
山
雄
二
郎 
（
本
管
中
） 

 
 
 
 

水
島 

大
輔 
（
三
普
中
） 

 
 
 
 

波
賀
野
哲
也 

（
業
務
隊
） 

 
 
 
 

渡
部 

賢 
 

（
会
計
隊
） 

△ 

二
等
陸
曹
へ 

 
 
 
 

今
野 

淳 
 

（
火
支
中
） 

 
 
 
 

浦 
 

貴
彦 

（
一
普
中
） 

 
 
 
 

長
沼 

孝
志 

（
三
普
中
） 

 
 
 
 

志
平 

恵
一 

（
二
普
中
） 

 
 
 
 

松
本
研
太
朗 

（
二
普
中
） 

 
 
 
 

水
林 

功 
 

（
本
管
中
） 

 
 
 
 

石
田 

啓 
 

（
三
普
中
） 

 
 
 
 

秋
山 

充 
 

（
三
普
中
） 

 
 
 
 

清
水 

竜
也 

（
三
普
中
） 

△ 

三
等
陸
曹
へ 

 
 
 
 

田
中
健
太
郎 

（
三
普
中
） 
 
 
 
 

熊
谷 

直
哉 

（
火
支
中
） 

 
 
 
 

齊
藤 

翔 
 

（
本
管
中
） 

 
 
 
 

先
﨑 

純
也 

（
本
管
中
） 

 
 
 
 

福
田 

幸
記 

（
一
普
中
） 

 
 
 
 

對
馬 

拓
海 

（
本
管
中
） 

 
 
 
 

青
木 

将
洋 

（
機
戦
中
） 

 
 
 
 

岩
本 

憲
篤 

（
火
支
中
） 

 
 
 
 

榊 
 

健
太 

（
本
管
中
） 

 
 
 
 

早
川 

輝 
 

（
本
管
中
） 

 
 
 
 

小
池 

広
大 

（
火
支
中
） 

 
 
 
 

緑
川 

大
地 

（
会
計
隊
） 

◎ 

准
陸
尉 

 

川
副 

一
文 

 
 
 
 
 

再
就
職
先 

（
株
）
北
空
知
貨
物 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
令
和
３
年
７
月
11
日
付
） 

◎ 

陸
曹
長 

 
 

小
畑 

勝
美 

 
 
 
 
 

再
就
職
先 

（
株
）
北
空
知
貨
物 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
令
和
３
年
８
月
25
日
付
） 

◎ 

陸
曹
長 

 

阿
部 

寛 
 
 
 
 
 

再
就
職
先 

（
合
）
ホ
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
令
和
３
年
８
月
10
日
付
） 

◎ 

１
等
陸
曹 

佐
々
木 

芳
和 

 
 
 
 

再
就
職
先 

（
株
）
北
空
知
貨
物 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
令
和
３
年
７
月
５
日
付
） 

 

結
婚
・
出
産
報
告
コ
ー
ナ
ー 

♥
７
・
１ 

２
中 

高
山 

優
大 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

妻 

悠
七 

さ
ん 

♥
７
・
７ 

本
管 

高
崎 

達
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

妻 

さ
お
り
さ
ん 

☆
７
月
生
ま
れ 

 
 

本
管 

海
藤 

和
也 

 
 
 
 
 
 
 

璃
音 

（
り
の
） 

 

ち
ゃ
ん 

 
 

火
支 

梅
宮 

崇
行 

 
 
 
 
 
 
 

陵 
 

（
り
ょ
う
） 

く
ん 

 
 

３
中 

高
田 

晃
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

稜
也 

（
り
ょ
う
や
）
く
ん 

 
 
 
 
 
 

 
 

北村サービス 

滝川市黄金町西３丁目３番３号 
代表 北村昌也 

駐屯地ホームページ 
毎月更新！！ 
いろんな情報が満載！ 
ぜひご覧ください！ 



 ３ヶ月にも及ぶ厳しいレンジャー訓練
を乗り越え、無事帰還式を迎えた。自ら
の限界に挑戦し、あらゆる任務を達成し
た１３名の隊員たちはレンジャー隊員と
して新たな１歩を歩み始めた。１０即機
連からも４名のレンジャー隊員が誕生し
た。 
 
写真⑧～⑬参照 

一発必中 
総合戦闘力発揮 
射撃訓練 （連隊検閲）  

 総合戦闘力発揮のための練度向上
を図ることを目的とした射撃訓練を
実施した。連隊長 岡田１佐は基本
的行動・基礎動作の確立、小隊戦闘
射撃までの幅を含めた実施要領及び
安全管理の徹底を指針として挙げ、
各隊員は具現化するとともに、練度
向上を図った。 
 
写真⑭～⑯参照 

自らの限界を超え
レンジャー隊員へ 

＃１４旅団 
レンジャー帰還式  

⑧～⑪レンジャー徽章を授与された隊員たち ⑫１０即機の隊員４名 ⑬＃１４レンジャー学生 
 

⑭普戦協同の射撃 ⑮立撃ちする隊員 ⑯普戦協同の射撃（小隊戦闘射撃）  

（５） 



この度、最先任上級曹長に上番する関根准尉です。最先任上
級曹長に上番できることをこの上ない喜びとし、その職責の重さ
に身の引き締まる思いであるとともに、曹士の育成に携わること
にやりがいを感じてます。 
 最先任上級曹長は駐屯地では、六代目、即機連として、二代目
となりますが、先代最先任上級曹長の要望事項である「絆」及び
「基本基礎の指導・実行せよ」を継承するとともに私からは  

「進取・果敢」を要望します。 
「進取」は積極的に失敗を恐れず何事にも取り組む「果敢」は大
胆に行う。一人一人の人生の中にはいろいろなストーリーがあり
ます。時には成功することもあり、その反対の失敗もあります。
ただ私は、何かにチャレンジして失敗しても、それを失敗だとは
思いません。本当の失敗は行動にうつさない・何もしないことだ
と思ってます。失敗は成功の途中通過点です。何事にも失敗を恐
れず積極的に行動する事が必要だと思います。一度の人生、いろ
んな事に挑戦・挑み・共に前に進みましょう。  
 この時から、最先任上級曹長の職務を遂行するにあたり、積極
的に現場に足を踏み入れ、部隊及び隊員と寄り添い職務に邁進し
ます。 

（６） 

第六代駐屯地  
第二代即応機動連隊 最先任上級曹長に上番 

        准陸尉 関根 隆之 

第三十三代  
      滝川駐屯地 業務隊長に上番  

       二等陸佐 小笠原 桂一 

令和３年９月２９日 

 私は、公私ともに大変恩義があるこの滝川駐屯地で再び勤務でき

る事を心から光栄に感じるとともに、そして第三十三代業務隊長と

して指揮を執ることに対し改めて身の引きしまる思いです。 

 現在、北部方面隊及び滝川駐屯地を取り巻く周辺情勢や、二年前

基幹部隊である第十即応機動連隊の改編など、私が知っている当時

の勤務環境とは大きく異なり変化しているものと認識しています。  

 また、全国で猛威を振るう新型コロナウィルスの感染拡大はあら

ゆる隊務運営にも影響を及ぼしていますが、我が国の平和と安全を

脅かす相手や事象に対し、我々は少しの隙も作ってはいけません。 

 ここに駐屯しているすべての部隊と隊員が、いついかなる任務を

遂行するにおいても、滝川駐屯地が一体となってあらゆる任務に即

動し、必ず完遂できるよう、業務隊長として全身全霊をもって支援

業務に取り組む覚悟です。 

 そのため、皆さんには「部隊と隊員のため、明るく前向きに、 

より良いサービスを提供せよ」を要望し着任の辞とします。 

 


